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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやす く記入 のこと)

近年、窒素 ドープ酸化チタンの可視光応答性が見いだされ、注 目を浴びている。我 々は

窒素 ドープ酸化チタン粉末に関 して、酸素サイ トを窒素が置換 し、この窒素置換 により価

電子帯上方に形成 され る新たな準位が可視光応答の起源であること、 また窒素置換量 と

2－プロパノール酸化分解における量子効率の相関を報告 している。窒素以外では、我 々を

含め硫黄 ドープまたは炭素 ドープ酸化 チタン粉末の可視光活性が相次いで報告 されてい

る。 ドープするアニオン種 によって光触媒活性が異なることが予想 され るが、活性を比較

した報告 はな く、アニオン種 の最適化のためにはその活性比較は重要である。そ こで、本

研究では窒素、硫黄または炭素 ドープ酸化 チタン粉末を作製 し、可視光および紫外光照射

下での酸化分解力の比較 をIPA気 相分解 により行な ったので報告す る。併せて、窒素 ・

硫黄同時 ドープ酸化チ タン粉末の評価 も行 った。以下 に結果 を示す。

作製 した粉末 は全てアナターゼ単相であ り、 アニオ ン種 によらず全て淡黄色であった

(UV-Visス ペク トルをFig.1に 示す)。 一例 としてＴｉ(Ｏ,S)2-500おけるXPS測 定の結果

をFig.2に 示す。161eV付 近 のピークがＴｉ-S結合に由来す るものであることが知 られて

お り、SはOサ イ トに置換 してい るものと考え られる。また、Ｔｉ(O,N)2、Ti(O,Ｃ)2ではそ

れぞれ、Ti-N結 合 に由来す る396eV付 近の ピークおよびTi-C結 合に由来する280eV付

近 のピー クを確認 しており、N,Cは それぞれOサ イ トを置換 していると考 え られる。

IPA気 相分解試験結果をFig.3に 示す。IPAは アセ トンを経由 して(一 部は直接)CO2

に分解されるため、 ここではアセ トンとCO2の

発生量 を示す。いずれの粉末で も可視光照射下

においてアセ トンとCO2が 発生 しているため可

視光応答性があると言える。 しか しなが ら、ア

ニオ ン種 によって可視光活性 に差 が見 られ、S

が含 まれる酸化 チタン粉末の活性が最 も低か っ

た。サンプル表面に残留するSO2の 酸化により

生成 したSO42-に よる触媒被毒が可視光活性を

落 としているものと考 えられ る。炭素 ドープ型

については現段階では窒素 ドープ型 より活性 は

低いが、炭素 ドープ量 を調整することで、 より

可視光活性の高い粉末の

作製を試 みている。

Fig.1各 種 アニオ ン ドープ酸化

チ タ ン粉 末のUV-Visス ペ ク トル



Fig.2硫 黄 ドープ酸化 チタン粉末の

XPSス ペクトル 価(Ti（O,S）2-500)

Fig.3ア ニオ ン置換 型酸化 チタ ン粉末 の

IPA気相分解
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Ⅱ(1)学 術雑誌等 に発表 した論文A(掲 載を決定 された ものを含む.)

共著の場合、申請者の役割 を記載す ること.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)

題名

Nitrogen-Concentration Dependence on Photocatalytic Activity of Ti02 xNx Powders

著者

Hiroshi Irie, Yuka Watanabe, and Kazuhito Hashimoto*

掲載誌名

J. Phys. Chem. B

年月

ReceiVed: January 31, 2003

巻号

107,

頁

5483-5486

役割

窒素 ドープ酸化チタンに関す る研究及び発表等

題名

Carbon-doped Anatase Ti02 Powders as a Visible-light Sensitive Photocatalyst

著者

Hiroshi Irie, Yuka Watanabe, and Kazuhito Hashimoto_

掲載誌名

Chemistry Letters

年月

Received : May 19, 2003;

巻号

VOL32,No.8

頁

772-773

役割

炭素 ドープ酸化チタンに関す る発表な ど

炭素 ドープ酸化チタンに関 しては現在 も研究中である。
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Ⅱ(2)学 会において申請者が口頭発表もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、題名、発表 した学会名、場所、年月を記載)

題名

Photocatalytic Activities of N -doped TiO2 powders

共同研究者(全 員の氏名)

○渡邊裕香 ・入江寛 ・橋本和仁

発表した学会名

14th INTERNATIONAL CONFERENCE on PHOTOCHENHCAL CONVERSION 

and STORAGE of SOLAR ENERGY (IPS-14)

場所

北海道大学

年月

2002年8月

題名

Photocatalytic Oxidation Propertyof Anion-doped Ti02 Powders 共同研究者(全 員の氏

名)

○渡邊裕香 ・入江寛 ・橋本和仁

発表した学会名

The XXlst International Conference on Photochemistry (ICP21)

年月

場所

奈良新公会堂



アニオンドープ酸化チタン粉末の可視光活性

共同研究者(全 員の氏名)

○渡邊裕香 ・入江寛 ・橋本和仁

発表 した学会名

第10回 光触媒シンポジウム

場所

東京大学

年月

2003年12月




